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171 杵築の国学者・物集高世の神道論

　
　
　
杵
築
の
国
学
者
・
物
集
高
世
の
神
道
論 

―
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
観
を
中
心
と
し
て

神　

杉　

靖　

嗣　
　

　
　
　
　
は
じ
め
に

　

物
集
高
世
は
明
治
初
期
の
大
教
宣
布
運
動
に
お
い
て
、
宣
教
使
の
官
員
と
し
て
関
わ
っ
た
豊
後
国
杵
築
藩
出
身
の
国
学
者
・
歌
人
で
あ
る（

１
）。

こ
れ
ま
で
、
高
世
に
つ
い
て
は
言
語
学
的
研
究
の
他
、
奥
田
恵
瑞
・
秀
に
よ
る
評
伝
、
発
掘
資
料
の
翻
刻
・
集
成
の
他
、
秋
元
信
英
に
よ

る
高
世
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
排
除
論
を
中
心
と
す
る
書
誌
学
的
・
思
想
史
的
な
研
究
が
あ
る（

２
）。

奥
田
恵
瑞
・
秀
は
主
に
高
世
に
関
す
る
資

料
の
集
成
、
翻
刻
と
評
伝
の
作
成
作
業
に
関
わ
る
業
績
を
上
げ
た
。
秋
元
信
英
に
よ
る
「
明
治
五
年
、
物
集
高
世
『
妖
教
六
日
間
考
』
の

キ
リ
ス
ト
教
認
識
と
引
用
文
献
」（『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
九
十
八
輯
、
平
成
十
八
年
）
は
書
誌
学
的
・
思
想
分
析
的

な
点
か
ら
の
詳
細
な
論
文
で
あ
る
が
、『
祅
教
六
日
間
考
』
分
析
の
前
提
と
し
て
、
高
世
の
著
作
『
神
道
本
論
注
解（
３
）』
と
『
妖
魅
論
』
を

通
じ
て
神
道
論
の
分
析
も
な
さ
れ
て
い
る
。
秋
元
は
同
論
文
で
、
高
世
の
思
想
を
平
田
派
の
系
列
に
連
な
る
天
之
御
中
主
神
を
造
物
主
と

す
る
思
想
か
ら
の
派
生
と
す
る
が
、
一
方
で
『
神
道
本
論
注
解
』
の
「
伊
弉
諾
ノ
尊
、
伊
弉
冉
ノ
尊
、
二
柱
の
皇
大
御
々
神
、
奇
シ
ク
妙

な
る
神
御
所
為
も
ち
て
、
彼
の
顕
事
幽
事
の
、
互
に
爾
あ
る
ま
に
ま
に
、
既
に
顕
世
幽
世
を
あ
ら
し
め
た
ま
へ
れ
ば
」
な
ど
の
部
分
を
引
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172杵築の国学者・物集高世の神道論

用
し
、
造
化
三
神
を
含
む
天
神
か
ら
の
委
任
を
受
け
た
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
が
果
た
し
た
役
割
を
重
視
し
た
点
に
つ
い
て
、
篤
胤
の
解
釈
を

前
進
さ
せ
た
と
し
て
、
そ
の
特
徴
を
見
て
い
る
。

　

高
世
は
『
神
道
本
論
注
解
』
に
お
い
て
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
二
柱
の
神
に
つ
い
て
、
天
地
万
物
を
つ
く
り
だ
し
、
天
下
の
大
道
と
し

て
の
神
道
を
つ
く
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
教
え
を
最
初
に
教
え
る
役
割
も
担
っ
た
と
解
釈
し
て
お
り
、
記
紀
な
ど
の
古
典
に
事
跡
が
記

載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
含
め
て
こ
の
二
神
の
役
割
は
極
め
て
重
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
高
世
は
平
田
派
の
系
譜
に
連
な

る
と
さ
れ
な
が
ら
も
、多
神
教
的
な
基
盤
に
立
つ
神
々
の
間
の
複
雑
な
委
任
の
関
係
を
想
定
し
て
お
り
、一
神
教
的
な
傾
向
は
希
薄
で
あ
る
。

『
神
道
本
論
注
解
』
が
書
か
れ
た
の
は
一
八
五
〇
年
の
高
世
が
三
十
三
歳
の
と
き
で
あ
り
、
こ
れ
が
後
に
玉
松
操
の
目
に
留
ま
り
、
宣
教

使
の
官
員
に
抜
擢
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
こ
の
よ
う
な
神
道
説
が
少
な
く
と
も
大
教
宣
布
運
動
の
初
期
に
お
い
て
は
、「
宣
布
」
す
べ
き

教
義
の
一
つ
の
候
補
と
し
て
受
け
入
ら
れ
る
地
盤
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る（

４
）。

　

本
論
考
は
、『
神
道
本
論
注
解
』
を
中
心
と
し
て
『
宣
教
講
本（
５
）』、『

祅
教
六
日
間
考（
６
）』
を
合
わ
せ
て
彼
の
神
観
念
を
分
析
し
て
い
く
こ
と
で
、

幕
末
か
ら
明
治
維
新
期
に
か
け
て
の
物
集
高
世
の
神
道
論
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。『
神
道
本
論
注
解
』
を
用
い
る
の
は
高
世
が
最
も

詳
細
に
神
道
論
を
叙
述
し
た
文
献
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
先
述
の
通
り
宣
教
使
の
官
員（

７
）と
な
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
意
味
で
重
要
な
著
作

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
宣
教
使
の
官
員
と
な
っ
た
高
世
の
布
教
講
義
を
次
男
の
高
材
が
書
き
留
め
た
『
宣
教
講
本
』、
宣
教
使
時

代
に
記
し
て
未
定
稿
に
終
わ
っ
た
『
祅
教
六
日
間
考
』
を
合
わ
せ
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
高
世
の
思
想
を
そ
の
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
の
神
観

を
中
心
に
検
討
す
る
。
激
動
の
時
代
背
景
の
中
で
高
世
の
神
観
念
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
、さ
ら
に
は
代
表
的
国
学
者
の
伊
弉
諾
・

伊
弉
冉
観
と
の
異
同
と
影
響
関
係
の
分
析
を
通
じ
て
、
高
世
の
神
道
論
解
析
と
そ
の
歴
史
的
意
義
の
解
明
へ
向
け
て
歩
を
進
め
た
い
。
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173 杵築の国学者・物集高世の神道論

　
　
　
　
一
、
『
神
道
本
論
注
解
』『
宣
教
講
本
』
に
お
け
る
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
観

　

ま
ず
初
め
に
、『
神
道
本
論
注
解（
８
）』

の
簡
単
な
構
成
を
示
し
た
上
で
、
同
書
の
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
観
を
確
認
し
て
い
く
。「
神
道
本

論
注
解
巻
一
」
の
冒
頭
に
あ
る
「
提
要
」
に
は
、「
此
の
書
、
有
神
論
、
幽
顕
論
、
二
界
論
、
原
道
論
、
神
道
論
と
段
を
分
か
ち
て
注
釈
す
」

と
あ
り
、
同
書
が
五
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
五
部
構
成
の
全
て
に
つ
い
て
見
て
い
き
、
高
世
の
神
道
論
の
核

心
と
も
言
え
る
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
に
関
す
る
記
述
で
重
要
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
部
分
を
特
に
抽
出
し
、
そ
の
神
道
論
の
特
性
を
明
確
に

す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
。

　
　

�

伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冊
尊
、
二
柱
の
皇
大
御
々
神
ハ
、
彼
の
諸
の
天
神
等
の
事
依
に
よ
り
て
、
此
の
地
の
ミ
な
ら
ず
、
天
を
も
夜
見
を

も
つ
く
り
成
し
た
ま
へ
る
（『
神
道
本
論
注
解
』「
巻
四
」
二
界
論　

第
三　

二
六
〇
頁
、
下
段
八
行
目
～
十
二
行
目
）

　

こ
の
よ
う
に
、
高
世
は
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
の
二
柱
が
三
つ
の
国
の
う
ち
で
葦
原
中
國
だ
け
を
修
理
固
成
し
た
と
は
せ
ず
に
、「
諸
の
天

神
等
の
事
依
」
を
受
け
た
二
柱
の
神
が
天
（
高
天
原
）
と
黄
泉
國
も
「
つ
く
り
成
し
た
ま
へ
」
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
だ
け
を
見
て
も

分
か
る
よ
う
に
、
高
世
は
記
紀
二
典
に
は
記
載
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
も
、
事
実
で
あ
る
に
違
い
な
い
と
確
信
し
た
事
に
関
し
て
は
敢
然

と
独
自
の
解
釈
を
取
る
。

　
　

�

心
神
も
魂
神
も
別
物
に
は
あ
ら
ぬ
を
、
か
く
稀
を
か
へ
て
い
ひ
わ
け
た
る
ハ
、
い
さ
ゝ
か
謂
あ
る
也
。
さ
る
は
許
古
呂
ハ
其
の
用
を

い
ふ
言
、
太
萬
之
比
ハ
其
の
躰
を
い
ふ
言
な
り
。
ま
づ
心
神
は
凝
々
と
い
ふ
言
の
約
な
り
。
其
は
心
神
は
、
伊
弉
諾
の
皇
大
御
神
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174杵築の国学者・物集高世の神道論

の
、
奇
妙
な
る
神
御
所
為
を
以
て
、
む
す
び
凝
し
成
し
出
た
ま
へ
る
物
な
れ
バ
也
（
同 

「
巻
三
」
有
神
論　

第
一　

四
二
五
頁
、
上

段
十
四
行
目
～
下
段
二
行
目
）

　
　

�

彼
の
幽
世
に
死
入
ら
し
め
た
ま
ふ
に
も
。
其
の
形
こ
そ
は
朽
損
は
る
れ
。
其
の
魂
神
ハ
消
失
ず
て
。
永
世
に
あ
る
物
に
な
も
あ
り
け

る
（
同
「
巻
五
」
神
道
論　

第
五　

三
八
一
頁
、
上
段
十
三
行
目
～
十
五
行
目
）

　

高
世
は
、「
心
神
」・「
魂
神
」
を
殊
更
に
重
要
視
し
て
お
り
、
魂
は
消
滅
し
て
し
ま
う
と
い
う
儒
者
な
ど
の
説
を
批
判
し
つ
つ
、
そ
の

永
続
性
を
強
調
す
る
。
そ
の
重
要
な
心
神
を
「
む
す
び
凝
し
成
し
出
た
ま
へ
」、「
魂
神
」
も
「
奇
し
く
妙
な
る
神
大
御
所
為
を
も
て
、
結

び
生
し
」
と
い
う
尊
い
役
割
を
果
た
し
た
の
が
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
の
二
柱
の
神
で
あ
る
と
す
る
。

　
　

�

さ
て
こ
の
帝
と
い
ふ
ハ
そ
の
幽
世
を
領
た
ま
ふ
神
な
れ
バ
、
大
国
主
大
神
に
ぞ
あ
ら
む
を
、
帝
と
い
ふ
に
つ
け
て
ハ
、
彼
の
天
の
主

宰
た
る
、
皇
天
上
帝
の
事
と
心
得
る
も
あ
る
べ
き
が
、
そ
は
伊
邪
那
岐
伊
邪
那
美
二
柱
の
皇
大
御
々
神
の
御
事
に
て
、
ひ
が
こ
と
な
り

（
同
「
巻
二
」
有
神
論　

第
一　

三
六
五
頁
、
下
段
十
二
行
目
～
十
五
行
目
）

　
　

�

天
竺
の
梵
天
、
漢
土
の
上
帝
は
、
実
に
我
が
伊
弉
諾
尊
伊
弉
冊
尊
、
二
柱
の
皇
大
御
々
神
を
申
す
な
る
べ
き
事
、
右
の
纂
疏
の
御
説

に
も
考
へ
合
せ
て
知
ら
る
（
同
「
巻
四
」
二
界
論　

第
三　

二
五
一
頁
、
下
段
十
五
行
目
～
十
八
行
目
）

　

高
世
は
、同
著
作
に
お
い
て
イ
ン
ド
の
梵
天
の
教
え
を
す
な
わ
ち
神
道
で
あ
る
と
断
言
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
天
帝
ま
た
大
梵
天
王
を
、
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175 杵築の国学者・物集高世の神道論

天
之
御
中
主
尊
に
配
た
る
は
い
か
ゞ
」、「
平
田
氏
の
真
柱
に
、
此
を
二
柱
の
皇
産
灵
尊
に
あ
て
た
る
や
う
に
い
へ
る
も
あ
た
ら
ず
」
と
し
て
、

天
帝
あ
る
い
は
梵
天
を
造
化
三
神
の
こ
と
と
考
え
る
説
や
大
国
主
神
で
あ
る
と
す
る
説
を
批
判
し
、
イ
ン
ド
の
梵
天
や
中
国
の
天
の
主
宰

た
る
「
皇
天
上
帝
」
に
つ
い
て
伊
弉
諾
尊
伊
弉
冊
尊
の
「
二
柱
の
皇
大
御
々
神
」
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
高
世
は
他

国
の
中
心
的
な
神
々
に
つ
い
て
実
は
諾
冉
二
神
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
訛
伝
」
し
た
も
の
で
あ
る
と
捉
え
る
の
で
あ
る
。

　
　

�

顕
事
幽
事
ハ
、
こ
の
事
を
は
じ
め
て
あ
ら
し
め
た
ま
ひ
し
、
二
柱
の
皇
産
靈
皇
大
御
々
々
神
の
掌
り
為
し
た
ま
ふ
事
な
る
が
、
天
夜

見
地
を
経
営
め
し
め
た
ま
ふ
時
に
、
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冊
尊
、
二
柱
の
皇
大
御
々
神
に
、
そ
の
産
靈
の
奇
大
御
魂
を
、
わ
か
ち
授
け

た
ま
は
し
て
の
後
ハ
、
彼
の
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冊
尊
二
柱
の
皇
大
御
々
神
な
ん
、
此
の
二
事
は
掌
り
為
し
た
ま
ひ
け
る
（
同
「
巻
三
」

幽
顕
論　

第
二　

四
三
八
頁
、
下
段
四
行
目
～
十
一
行
目
）

　
　

�

天
夜
見
地
ハ
、
後
に
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冊
尊
、
二
柱
の
皇
大
御
々
神
の
、
造
り
堅
め
た
ま
へ
る
な
れ
ば
、
萬
国
ミ
な
神
の
経
営
に
あ

ら
ざ
る
ハ
な
し
（
同
「
巻
四
」
二
界
論　

第
三　

二
五
〇
頁
、
下
段
十
七
行
目
～
二
五
一
頁
上
段
二
行
目
）

　

高
世
は
、「
顕
事
」「
幽
事
」
に
つ
い
て
、
最
初
二
柱
の
産
霊
の
神
が
「
は
じ
め
て
あ
ら
し
め
た
ま
ひ
し
」
も
の
と
し
つ
つ
、
伊
弉
諾
・

伊
弉
冊
の
二
柱
に
「
天
沼
矛
」
を
授
け
、
三
国
の
経
営
を
任
せ
た
後
は
諾
・
冊
二
神
が
「
掌
り
為
し
た
ま
ひ
け
る
」
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

さ
ら
に
、「
天
」「
夜
見
」「
地
」
の
三
国
に
つ
い
て
掌
る
諾
・
冊
二
神
は
、
当
然
に
「
地
」
の
中
に
含
ま
れ
る
世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る
国
に

つ
い
て
も
「
造
り
堅
め
た
ま
へ
る
」
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
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176杵築の国学者・物集高世の神道論
　
　

�

二
柱
の
皇
大
御
々
神
の
、
勤
労
ミ
た
ま
ひ
て
、
天
夜
見
地
の
三
国
を
修
理
固
成
し
た
ま
へ
り
し
御
賞
と
し
て
、
其
の
大
御
子
神
等
に
、

こ
の
三
国
を
分
ち
領
し
め
た
ま
へ
る
に
て
、
次
の
本
文
に
も
い
へ
る
が
如
く
、
伊
弉
諾
尊
ハ
、
後
に
天
津
加
美
国
の
日
の
少
宮
に
騰

り
留
り
坐
ま
し
て
、
天
津
加
美
世
の
幽
世
の
事
を
掌
り
た
ま
ひ
、
伊
弉
冊
尊
は
、
後
に
夜
見
津
加
美
国
に
下
り
留
り
坐
ま
し
て
、
夜

見
津
加
美
世
の
幽
世
の
事
を
掌
り
た
ま
ひ
（
同
「
巻
四
」
二
界
論　

第
三　

二
六
〇
頁
、
上
段
一
行
目
～
九
行
目
）

　

高
世
は
、
伊
弉
諾
・
伊
弉
冊
の
二
柱
が
「
勤
労
ミ
た
ま
ひ
て
」「
天
夜
見
地
の
三
国
」
を
修
理
固
成
し
た
こ
と
の
褒
美
と
し
て
、「
彼
の

上
に
坐
ま
す
あ
ま
た
の
大
御
々
神
等
」
は
三
国
を
「
其
の
大
御
子
神
等
」
に
「
分
ち
領
し
め
た
ま
へ
る
」
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
伊
弉
諾

尊
が
「
天
」
の
「
幽
世
」
を
治
め
、
伊
弉
冊
尊
が
「
黄
泉
の
國
」
の
「
幽
世
」
を
治
め
る
こ
と
を
任
さ
れ
て
い
る
の
も
修
理
固
成
し
た
こ

と
へ
の
褒
美
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

�

天
の
瓊
矛
を
た
ま
ひ
て
、
事
任
た
ま
へ
り
し
ぞ
、
即
其
の
御
印
に
は
あ
る
べ
き
。
此
に
よ
り
て
猶
考
ふ
る
に
、
皇
産
霊
皇
大
御
々
々

神
は
、
こ
れ
よ
り
後
は
、
彼
の
幽
顕
の
二
事
ハ
、
此
の
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冊
尊
、
二
柱
の
皇
大
御
々
神
に
ぞ
ゆ
だ
ね
た
ま
ひ
け
む
（
同

「
巻
四
」
二
界
論　

第
三　

二
六
二
頁
、
下
段
十
五
行
目
～
二
六
三
頁
、
上
段
二
行
目
）

　
　

　
　

�

顕
幽
の
差
別
は
全
く
わ
か
れ
し
事
な
れ
ば
、
其
の
時
よ
り
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冊
尊
、
二
柱
の
皇
大
御
々
神
の
、
御
教
諭
あ
り
て
、
我

が
天
皇
ハ
生
人
を
治
り
た
ま
ふ
に
つ
き
て
、
伊
弉
諾
皇
大
御
々
神
の
、
掟
た
ま
ヘ
る
旨
に
従
ひ
ま
し
て
、
其
の
御
制
に
そ
む
く
者
を

罰
な
ひ
た
ま
ひ
、
大
国
主
皇
大
御
神
ハ
死
灵
を
治
り
た
ま
ふ
に
よ
り
て
、
伊
弉
冊
尊
の
掟
た
ま
へ
る
旨
に
従
ひ
ま
し
て
、
其
の
御
掟

に
た
が
ふ
者
を
罰
な
ひ
た
ま
ふ
め
り
（
同
「
巻
四
」
二
界
論　

第
三　

二
八
七
頁
、
下
段
十
一
行
目
～
十
八
行
目
）
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177 杵築の国学者・物集高世の神道論
　

高
世
は
、「
天
の
瓊
矛
を
た
ま
ひ
」
た
時
を
二
柱
の
産
霊
の
神
が
伊
弉
諾
・
伊
弉
冊
に
幽
顕
の
二
事
を
託
し
た
時
で
あ
る
と
す
る
が
、

伊
弉
諾
は
「
天
」
の
「
幽
世
」
と
と
も
に
三
国
の
「
顕
事
」
を
掌
り
、
神
や
人
や
萬
物
を
生
出
し
、
伊
弉
冊
は
「
黄
泉
國
」
の
「
幽
世
」

と
と
も
に
三
国
の
「
幽
事
」
を
掌
り
、
神
や
人
や
萬
物
の
死
を
掌
る
と
す
る
。
ま
た
、「
顕
国
」
と
「
幽
国
」
の
差
別
を
厳
し
く
分
け
そ

の
「
御
制
」
を
定
め
、
二
つ
の
国
が
「
相
雑
は
ぬ
事
」
と
し
て
截
然
と
分
け
た
の
も
伊
弉
諾
・
伊
弉
冊
の
二
柱
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
葦
原
中
国
に
お
い
て
天
皇
が
「
其
の
御
制
に
そ
む
く
者
を
罰
な
ひ
た
ま
」
う
の
も
、
伊
弉
諾
が
最
初
に
定
め
た
掟
に
従
う
も
の

と
し
、
黄
泉
国
に
お
い
て
大
国
主
神
が
「
其
の
御
掟
に
た
が
ふ
者
を
罰
な
ひ
た
ま
」
う
の
も
、
伊
弉
冊
尊
が
最
初
に
定
め
た
掟
に
従
う
と

し
て
お
り
、
そ
の
掟
を
制
定
し
た
も
の
と
し
て
の
重
要
性
が
窺
え
る
。

　
　

��

天
津
彦
火
瓊
々
杵
尊
を
、
此
の
地
の
国
の
天
皇
と
定
め
て
、
天
降
し
た
ま
ふ
事
に
、
古
事
記
、
神
代
紀
と
も
に
、
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉

冊
尊
、
二
柱
の
皇
大
御
々
神
の
、
御
言
依
の
御
詔
あ
り
け
む
を
、
ふ
つ
に
記
さ
れ
ざ
る
ハ
、
例
の
さ
か
し
ら
の
筆
あ
る
故
な
り
（
同

「
巻
四
」
二
界
論　

第
三　

三
〇
一
頁
、
下
段
五
行
目
～
九
行
目
）

　
　

�

又
考
ふ
る
に
、
此
の
二
柱
の
皇
大
御
々
神
は
、
相
共
に
議
り
た
ま
ひ
て
、
此
の
三
大
世
界
を
ば
あ
ら
し
め
た
ま
ふ
な
れ
ば
、
人
草
も

生
出
し
め
た
ま
ふ
べ
き
事
な
る
を
バ
、
互
に
知
り
て
坐
ま
す
か
ら
に
、
彼
の
夜
見
の
國
の
時
に
は
、
そ
の
人
草
ハ
い
ま
だ
生
出
し
め

た
ま
へ
る
に
あ
ら
ね
ど
、
後
に
爾
生
出
し
め
た
ま
ふ
（
同
「
巻
四
」
二
界
論　

第
三　

三
一
六
頁
、
上
段
十
六
行
目
～
下
段
三
行
目
）

　

高
世
は
、
天
孫
降
臨
の
際
に
伊
弉
諾
・
伊
弉
冊
に
よ
る
「
御
言
依
の
御
詔
」
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
ま
で
述
べ
て
お
り
、
記
紀
二
典

に
つ
い
て
も
誤
り
が
あ
る
と
し
て
、「
さ
か
し
ら
の
筆
あ
る
故
な
り
」
と
た
と
え
神
典
で
あ
っ
て
も
、
自
ら
の
信
じ
る
神
観
念
の
方
が
正
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178杵築の国学者・物集高世の神道論

し
い
と
し
て
部
分
的
に
は
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
大
世
界
の
み
な
ら
ず
「
人
草
も
生
出
し
め
た
ま
ふ
」
た
の
も
伊
弉
諾
・
伊
弉
冊
の

二
柱
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
古
典
に
記
載
の
な
い
人
類
を
産
み
育
ん
だ
こ
と
も
諾
・
冊
二
神
の
重
要
な
働
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
　

　
　

�

そ
も
そ
も
道
と
い
ふ
事
の
、
本
の
起
源
は
、
此
の
本
文
に
い
へ
る
が
如
く
、
彼
の
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冊
尊
、
二
柱
の
皇
大
御
々
神
の
、

此
の
天
夜
見
地
の
三
大
世
界
を
、
つ
く
り
成
し
た
ま
ひ
、
神
や
人
や
、
な
に
く
れ
の
物
ど
も
を
も
、
あ
れ
出
し
め
た
ま
へ
る
に
つ
け

て
、
さ
る
物
ど
も
の
、
あ
る
べ
き
や
う
を
爾
々
と
教
へ
習
し
た
ま
へ
り
し
よ
り
の
事
也
。
二
柱
の
皇
大
御
々
神
、
こ
の
本
道
の
大
道

を
、
た
て
た
ま
ひ
、
教
へ
た
ま
へ
り
し
よ
し
の
證
文
は
、
た
し
か
に
は
神
典
に
見
え
ね
ど
も
、
皇
国
に
道
と
い
ふ
言
擧
も
、
又
さ
る

か
た
の
教
も
、
既
に
上
古
よ
り
あ
り
け
れ
ば
、
其
を
以
て
考
ふ
べ
し
（
同
「
巻
五
」
原
道
論　

第
四　

三
三
五
頁
、
下
段
六
行
目
～

十
六
行
目
）

　

高
世
は
、「
道
」
の
起
源
に
つ
い
て
、
そ
も
そ
も
伊
弉
諾
・
伊
弉
冊
の
二
柱
が
三
国
を
「
つ
く
り
成
し
た
ま
ひ
」、
さ
ら
に
神
・
人
・
万

物
を
「
あ
れ
出
し
め
た
ま
へ
る
」
時
に
、そ
れ
ら
に
対
し
て
「
あ
る
べ
き
よ
う
」
を
教
え
諭
し
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

ま
た
、
伊
弉
諾
・
伊
弉
冊
の
二
柱
が
「
道
」
の
根
源
を
作
り
教
え
諭
し
た
こ
と
に
つ
い
て
具
体
的
な
こ
と
は
神
典
に
見
え
な
く
て
も
、「
既

に
上
古
よ
り
」「
道
と
い
ふ
言
擧
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
当
然
推
測
で
き
る
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
高
世
は
『
神
道
本
論
注
解
』
に
お
い
て
、
伊
弉
諾
・
伊
弉
冊
二
神
の
役
割
を
極
め
て
重
要
か
つ
広
い
も
の
で
あ
る
と
見
て

お
り
、
古
典
の
叙
述
が
な
い
範
囲
に
も
そ
の
独
自
説
は
及
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、「
天
夜
見
地
」
の
三
国
を
修
理
固
成
し
そ
れ
を
「
顕
世
」

と
「
幽
世
」
に
分
け
た
の
も
、
人
類
を
生
み
出
し
そ
れ
に
永
久
不
滅
の
「
魂
神
」・「
心
神
」
を
さ
ず
け
た
の
も
、
そ
し
て
神
道
の
起
源
を
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つ
く
り
教
え
た
の
も
全
て
伊
弉
諾
・
伊
弉
冊
二
神
の
役
割
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。特
に
天
孫
降
臨
に
つ
い
て
、天
津
彦
火
瓊
々
杵
尊
へ
の「
御

言
依
の
御
詔
」
が
あ
っ
た
と
の
神
観
に
つ
い
て
は
、
天
照
大
御
神
の
極
め
て
重
要
な
事
跡
に
つ
い
て
も
実
は
伊
弉
諾
・
伊
弉
冊
二
神
が
関

わ
り
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
だ
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
説
は
歴
史
上
の
国
学
者
・
神
道
家
で
そ
の
よ
う
な
主
張
を
し
た
者
は
ほ
と
ん

ど
皆
無
に
近
い
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
大
胆
な
説
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

次
に
『
宣
教
講
本
』（
上
・
下
）
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。『
宣
教
講
本
』
で
は
伊
弉
諾
・
伊
弉
冊
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
部
分
が
極

め
て
少
な
く
、
ま
た
そ
の
記
述
の
全
て
が
「
上
」
に
集
中
し
て
い
る
。
や
や
冗
長
に
な
る
が
、
高
世
の
他
著
作
の
伊
弉
諾
・
伊
弉
冊
論
と

の
比
較
の
た
め
、
関
連
す
る
全
て
を
引
用
す
る
。
な
お
、
本
論
文
に
お
け
る
引
用
は
『
宣
教
講
本
』（
上
・
下
）（『
國
學
院
大
學
日
本
文

化
研
究
所
紀
要
』（
第
九
十
五
輯
、
平
成
十
七
年
三
月
）
に
よ
る
。

　
　

�

さ
て
魂
は
前
に
云
た
る
通
り
、
神
の
御
授
け
な
さ
る
ゝ
物
で
、
そ
れ
も
先
日
の
講
説
に
委
く
云
る
如
く
、
彼
皇
産
霊
大
神
の
産
霊
と

云
て
、
奇
々
妙
々
な
神
術
を
、
伊
弉
諾
伊
弉
冊
二
柱
ノ
大
神
に
授
給
ひ
し
を
、
此
二
柱
ノ
大
神
よ
り
又 

天
照
大
御
神
に
授
給
ひ
し

よ
り
此
方
、
天
照
大
御
神
其
産
霊
の
神
術
を
受
傳
へ
ま
し
て
、
世
界
の
寓
物
生
成
し
給
ふ
に
仍
て
、
人
の
魂
も
む
す
び
成
し
て
、
そ

れ
そ
れ
に
賦
了
授
け
給
ふ
で
ご
ざ
る
（『
宣
教
講
本
』「
上
」「
人
の
魂
の
事
」
三
五
一
頁
、
九
行
目
～
十
三
行
目
）

　
　

�

伊
弉
諾
大
神
の
初
て
國
土
を
御
産
な
さ
れ
た
時
に
、「
我
産
る
處
の
國
は
朝
霧
の
み
薫
り
満
る
哉
」
と
詔
ひ
て
、
吹
拂
ひ
給
ふ
御
息

が
即
風
神
と
成
給
し
如
く
な
る
事
で
、
此
類
の
事
は
猶
多
い
が
、
皆
其
事
物
に
思
凝
り
給
ふ
御
心
が
、
即
に
神
と
成
の
で
、
幸
ひ
給

ふ
御
魂
、
奇
魂
は
奇
妙
な
る
御
魂
が
各
々
神
と
成
り
給
ふ
の
で
、
一
神
な
が
ら
数
神
と
も
成
、
一
神
に
て
も
一
神
と
成
給
ふ
事
で
ご

ざ
る
（
同
「
上
」「
人
の
魂
の
事
」
三
五
二
頁
、
十
二
行
目
～
十
五
行
目
）
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�

さ
て
魂
は
右
に
云
た
る
如
く 

天
照
大
御
神
の
奇
々
妙
々
な
る
神
術
に
て
、
む
す
び
凝
し
御
授
な
さ
れ
た
物
だ
に
因
て
、
身
體
は
死

で
も
腐
て
も
、
此
魂
の
消
滅
る
と
云
ふ
事
は
決
て
な
い
で
ご
ざ
る
（
同
「
上
」「
人
の
魂
の
事
」
三
五
三
頁
、
九
行
目
～
十
行
目
）

　
『
宣
教
講
本
』
で
は
、
高
世
は
伊
弉
諾
伊
弉
冊
二
柱
の
神
に
つ
い
て
彼
の
他
の
著
作
『
神
道
本
論
注
解
』、『
祅
教
六
日
間
考
』
と
比
べ

る
と
特
に
強
調
は
し
て
お
ら
ず
、
言
及
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
限
ら
れ
て
い
る
。
他
に
『
宣
教
講
本
』
で
は
伊
弉
諾
伊
弉
冊
に
つ
い
て
は
、

伊
弉
諾
尊
が
軻
遇
突
知
神
を
斬
り
殺
し
た
こ
と
に
関
し
て
、伊
弉
諾
尊
が
御
短
慮
で
あ
る
と
か
の
問
題
で
は
な
く「
造
化
の
神
の
奇
々
妙
々

な
神
慮
」
が
働
い
て
起
こ
っ
た
事
件
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
が
全
て
で
あ
る
。
二
柱
の
「
皇
産
霊
大
神
」
よ
り
「
奇
々
妙
々
な
神
術
」

を
伊
弉
諾
伊
弉
冊
二
柱
が
受
け
継
い
だ
と
い
う
記
述
が
み
ら
れ
、
そ
れ
は
さ
ら
に
諾
・
冊
二
神
か
ら
天
照
大
神
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
く

と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
天
照
が
「
奇
々
妙
々
な
神
術
」
を
諾
・
冊
二
神
よ
り
受
け
継
ぐ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
『
神
道
本
論

注
解
』
で
は
具
体
的
な
記
述
は
見
ら
れ
ず
、
伊
弉
諾
伊
弉
冊
よ
り
天
照
大
神
の
役
割
が
重
視
さ
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
点
で
、
高
世
の
神

道
観
が
変
遷
し
た
と
と
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、『
宣
教
講
本
』
の
後
に
成
立
し
た
『
祅
教
六
日
間
考
』
と
照
ら
し
合
わ
せ
る

と
そ
の
よ
う
に
簡
単
に
は
断
言
で
き
な
い
所
な
の
で
あ
る
。

　
　

　
　
　
　
二
、
『
祅
教
六
日
間
考
』
に
お
け
る
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
観

　

秋
元
信
英
は
、
前
掲
「
明
治
五
年
、
物
集
高
世
『
妖
教
六
日
間
考
』
の
キ
リ
ス
ト
教
認
識
と
引
用
文
献
」
に
お
い
て
、
高
世
の
神
観
に

つ
い
て
平
田
派
に
連
な
る
者
と
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
造
物
主
を
は
っ
き
り
定
め
ず
著
作
に
よ
り
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
語
句
の
定
義
や

使
用
も
違
っ
て
い
る
と
し
、
そ
の
資
料
批
判
の
甘
さ
と
演
繹
的
な
結
論
の
出
し
方（
９
）、『
神
道
本
論
注
解
』
と
『
祅
教
六
日
間
考
』
の
間
の

論
の
転
回
し
た
部
分
に
つ
い
て
も
批
判
を
加
え
て
お
り
、
結
論
と
し
て
古
典
の
す
べ
て
の
部
分
に
必
ず
し
も
忠
実
と
は
言
え
な
い
平
田
国

【論文】神杉先生.indd   180 2017/02/21   18:02:16



181 杵築の国学者・物集高世の神道論

学
か
ら
の
一
帰
結
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
。
秋
元
は
同
論
文
に
お
い
て
「
大
教
宣
布
運
動
史
を
考
察
す
る
際
に
は
、
神
道
に
お
け
る
唯

一
神
な
い
し
は
造
物
主
を
め
ぐ
る
解
釈
が
無
視
で
き
な
い
」、「
言
う
ま
で
も
な
く
、
平
田
篤
胤
は
造
化
三
神
の
神
徳
を
め
ぐ
り
『
霊
能
真

柱
』
か
ら
前
進
し
続
け
、
つ
い
に
は
天
之
御
中
主
神
が
万
物
造
化
の
神
で
あ
る
と
認
め
た
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
本
書
は
国
学
史

の
平
田
篤
胤
の
系
譜
に
連
な
る
著
作
と
認
め
た
い
。
本
書
が
「
世
界
の
大
教
」
と
言
い
神
道
の
同
義
語
と
し
て
論
じ
る
の
は
、
そ
の
系
譜

に
つ
ら
な
る
立
場
か
ら
の
大
教
宣
布
運
動
の
活
動
で
あ
り
、
造
物
主
を
め
ぐ
り
独
自
の
解
釈
を
前
進
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
」
と

述
べ
て
、
高
世
の
学
問
を
位
置
づ
け
る
。

　

以
下
、『
祅
教
六
日
間
考
』（
上
・
中
・
下
）（
未
定
稿
）
の
内
容
を
具
体
的
に
見
て
い
く
。
特
に
、
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
に
言
及
し

て
い
る
重
要
な
部
分
に
つ
い
て
抽
出
す
る
。
な
お
、
本
論
文
に
お
け
る
引
用
は
國
學
院
大
學
図
書
館
に
貴
重
図
書
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い

る
『
祅
教
六
日
間
考
』（
上
・
中
・
下
）（
未
定
稿
）
に
よ
る
。

　
　

�

唯
一
神
を
殺
し
給
へ
る
は
世
界
の
萬
生
を
殲
滅
せ
し
と
は
、
同
日
の
論
に
非
ず
（『
祅
教
六
日
間
考
』「
中
」、「
耶
和
華
神
洪
水
を
流

し
て
世
界
の
生
類
を
殲
滅
に
為
す
事
」、
二
丁
ウ
三
行
目
～
四
行
目
）

　
　

�

生
類
の
死
亡
せ
る
は
、
彼
ノ
幽
顕
の
差
別
に
因
て
有
る
事
は
、
豈
彼
一
言
に
因
て
然
ら
ん
や
（
同
「
中
」、「
耶
和
華
神
洪
水
を
流
し

て
世
界
の
生
類
を
殲
滅
に
為
す
事
」、
二
丁
ウ
六
行
目
～
八
行
目
）

　

高
世
は
、
彼
が
特
に
重
視
す
る
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
の
二
神
が
神
や
人
を
殺
し
た
こ
と
と
キ
リ
ス
ト
教
の
ゴ
ッ
ド
（
耶
和
華
神
）
が

人
類
を
殺
し
た
こ
と
を
比
較
し
て
、
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
に
つ
い
て
は
深
い
「
御
神
慮
」
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
と
弁
護
し
、
ゴ
ッ
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182杵築の国学者・物集高世の神道論

ド
に
つ
い
て
は
魔
神
で
あ
る
証
拠
で
あ
る
と
し
て
批
難
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
伊
弉
諾
が
軻
遇
突
神
の
み
を
殺
し
た
こ
と
と
キ
リ
ス
ト

教
の
ゴ
ッ
ド
が
洪
水
に
よ
り
全
人
類
を
殲
滅
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
比
較
し
、比
較
対
象
に
な
る
事
で
は
な
い
と
し
て
、残
忍
極
ま
る
ゴ
ッ

ド
は
魔
神
で
あ
る
と
断
定
を
加
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
伊
弉
冉
が
一
日
に
千
人
の
人
を
殺
す
と
の
記
載
に
つ
い
て
は
、「
幽
世
」
と
「
顕

世
」
の
世
界
を
截
然
と
分
け
て
そ
れ
ら
が
相
互
に
交
わ
る
こ
と
が
な
い
と
制
定
し
た
こ
と
を
こ
の
よ
う
に
表
現
し
た
こ
と
で
あ
り
、
殺
し

た
と
い
う
事
実
だ
け
を
捉
え
て
単
純
に
残
忍
な
神
で
あ
る
と
認
識
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
す
る
。

　
　

�

天
照
大
御
神
。
御
祖
神
。
伊
弉
諾
伊
弉
冉
二
柱
の
大
神
の
。
丕
業
を
受
継
給
ふ
。
相
議
り
て
幽
顕
の
分
別
の
御
制
令
あ
り
。
以
て
神

人
雑
糅
す
る
事
を
許
し
給
は
ず
（
略
）
耶
和
華
神
実
は
天
主
造
物
主
あ
ら
ん
に
は
。
即
伊
弉
諾
伊
弉
冉
二
柱
の
大
神
に
當
り
て
。
産

灵
神
に
當
た
る
と
も
云
ふ
べ
け
れ
ど
、
産
灵
神
は
、
古
事
記
の
序
文
に
云
へ
る
が
如
く
、
造
化
の
首
を
為
給
へ
る
な
り
、
天
地
萬
物

は
伊
弉
諾
伊
弉
冉
、
二
柱
の
大
神
ぞ
造
為
し
給
へ
る
な
り
（
同
「
中
」、「
耶
和
華
神
埃
及
全
國
の
首
出
ノ
者
を
殺
す
」、
十
五
丁
ウ
八

行
目
～
十
六
丁
オ
六
行
目
）

　
　

�

我
皇
國
ノ
如
き
。
上
古
よ
り
伊
弉
諾
伊
弉
冉
二
神
を
ば
。
知
ら
ざ
る
者
な
し
。
天
地
を
鎔
造
せ
し
神
な
る
べ
し
。
支
那
に
盤
古
氏
と

云
ひ
。
印
度
に
梵
天
王
と
云
ふ
も
。
其
名
称
は
異
な
れ
ど
も
。
各
国
各
所
そ
の
名
称
は
存
せ
ざ
る
こ
と
な
け
れ
ば
。
誰
と
て
か
知
ら

ざ
る
者
あ
ら
ん
（
同
「
中
」、「
耶
和
華
神
、
人
を
信
せ
し
む
る
に
、
幻
術
を
以
て
為
べ
き
事
を
、
摩
西
に
誨
ふ
」、
十
七
ウ
一
行
目
～

五
行
目
）

　
　

�

我
伊
弉
諾
伊
弉
冉
。
二
柱
の
大
神
は
未
嘗
て
地
獄
を
造
り
給
へ
る
と
云
ふ
古
傳
を
聞
ず
。
耶
和
華
神
実
に
地
獄
を
造
れ
る
な
ら
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ば
。
そ
れ
こ
そ
魔
神
な
る
證
跡
な
り
（
同
「
中
」、「
西
洋
人
小
児
を
掠
む
并
人
肉
を
喰
む
、
猶
さ
ま
ざ
ま
兇
残
な
る
國
多
き
あ
り
」、

三
十
五
丁
ウ
八
行
目
～
三
十
六
丁
オ
二
行
目
）

　
　

　

高
世
の
『
祅
教
六
日
間
考
』
に
お
け
る
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
認
識
は
、
重
要
点
に
つ
い
て
『
神
道
本
論
注
解
』

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら
古
典
の
叙
述
が
な
い
範
囲
に
そ
の
独
自
説
は
及
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
高
世
は
中
国
の
盤
古
氏
や

イ
ン
ド
の
梵
天
王
な
ど
他
国
の
中
心
的
な
神
々
を
諾
冉
二
神
と
同
一
視
し
、ま
た
「
天
夜
見
地
」
の
三
国
を
含
む
天
地
萬
物
を
「
造
為
し
」、

さ
ら
に
三
国
を
「
顕
世
」
と
「
幽
世
」
に
分
け
た
の
も
伊
弉
諾
尊
、伊
弉
冉
尊
二
神
の
働
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
点
で
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。

キ
リ
ス
ト
教
の
ゴ
ッ
ド
が
地
獄
を
造
っ
た
こ
と
と
、
伊
弉
諾
伊
弉
冉
二
神
が
地
獄
を
造
っ
た
形
跡
が
な
い
こ
と
を
比
較
し
ゴ
ッ
ド
が
魔
神

で
あ
る
こ
と
の
証
拠
の
一
つ
と
し
て
い
る
こ
と
は
こ
の
著
作
で
初
め
て
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、『
祅
教
六
日
間
考
』
の
排
耶

書
と
い
う
性
質
上
当
然
に
出
て
き
た
比
較
論
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
一
つ
だ
け
違
う
と
こ
ろ
は
、
伊
弉
諾
伊
弉
冉
の
な
さ
れ
た
「
幽

顕
の
分
別
の
御
制
令
」
を
天
照
大
御
神
が
受
け
継
が
れ
た
と
付
け
加
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
諾
・
冊
二
神
が
三
国
の
「
顕

世
」
に
つ
い
て
は
御
子
神
に
譲
り
支
配
の
委
任
を
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
当
然
に
導
か
れ
る
論
理
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

　
　
　
　
三
、
宣
長
・
篤
胤
の
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
観
と
の
比
較

　

高
世
は
国
学
者
と
し
て
平
田
派
の
系
列
に
連
な
る
存
在
で
あ
る
と
一
応
は
認
め
ら
れ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
彼
が
そ
の
神
道
論
を

構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
師
で
あ
る
篤
胤
を
手
本
と
し
て
、そ
れ
を
も
と
に
一
歩
で
も
学
問
を
前
進
さ
せ
た
い
と
考
え
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
国
学
者
と
し
て
王
道
的
存
在
で
あ
り
篤
胤
の
師
で
も
あ
る
本
居
宣
長
と
、
高
世
の
師
で
あ
る
平
田
篤
胤
の
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉

尊
観
を
見
て
高
世
説
と
の
異
同
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
高
世
の
神
道
論
の
学
説
的
位
置
づ
け
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
篤
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胤
は
天
之
御
中
主
神
に
つ
い
て
の
解
釈
を
進
展
さ
せ
造
物
主
と
し
て
の
神
格
を
認
め
た
。
一
方
、
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
に
つ
い
て
は
他

の
神
々
に
比
較
し
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
し
て
い
な
い
。
古
事
記
の
注
釈
書
は
さ
ま
ざ
ま
出
て
い
る
が
、
最
初
に
篤
胤
や
高
世
な
ど
の
国
学
者

に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
認
め
ら
れ
る
宣
長
の
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
観
に
つ
い
て
、『
古
事
記
伝（

（1
（

』
の
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
に
つ

い
て
の
解
釈
を
通
じ
て
見
て
み
る
。

　
　

�

伊
邪
那
岐
神
、
伊
邪
那
美
神
、
御
名
義
、
書
紀
ノ
口
決
に
、
伊
弉
は
誘
語
と
い
ひ
、
師
も
、
伊
邪
那
比
君
、
伊
邪
那
比
女
君
て
ふ
こ

と
な
り
と
云
れ
き
、【
那
比
の
比
を
省
き
た
る
ぞ
、】
信
に
此
ノ
二
柱
ノ
神
、
遘
合
し
て
國
土
を
生
成
さ
む
と
し
て
、
互
に
誘
ひ
催
し

賜
へ
る
意
、【
其
事
次
ノ
段
に
見
ゆ
、】
然
も
あ
る
べ
し
、
君
を
岐
と
の
み
云
る
例
、
明
ノ
宮
ノ
段
の
大
御
言
に
、
佐
邪
岐
阿
藝
、
又
忍

熊
王
の
歌
に
伊
奢
阿
藝
、
共
に
【
吾
君
の
意
な
り
、】
な
ど
あ
る
が
如
し
、
又
女
君
を
切
む
れ
は
美
と
な
る
な
り
、【
或
説
に
、
岐

は
比
古
の
倒
反
、
美
は
比
賣
の
倒
反
な
り
と
い
へ
れ
ど
、
其
は
た
ま
〳
〵
合
る
に
こ
そ
あ
れ
、
然
る
こ
と
に
は
あ
ら
じ
、】
又
思
ふ

に
、
此
は
遘
合
せ
む
と
し
た
ま
ふ
時
に
、
交
に
伊
邪
汝
と
誘
ひ
賜
へ
る
御
言
を
以
テ
、
卽
チ
御
名
に
負
せ
奉
リ
し
に
て
、
那
は
汝
に
も

あ
る
べ
し
、【
か
の
伊
奢
阿
藝
、
又
此
記
萬
葉
な
ど
に
、
去
來
子
等
な
ど
あ
る
類
な
り
、
さ
て
岐
と
美
と
は
上
の
意
に
て
、
此
は
御

名
に
稱
申
せ
る
も
の
な
る
べ
し
、
此
レ
も
共
に
其
時
の
互
の
御
言
と
も
す
べ
け
れ
ど
、
な
ほ
然
に
は
非
じ
、
又
己
レ
前
に
思
ひ
し
は
、

伊
邪
は
誘
言
、
那
岐
は
汝
君
伊
、
那
美
は
汝
妹
伊
な
り
、
伊
は
余
と
云
が
如
し
、
繼
體
紀
の
歌
に
、
愷
那
能
倭
倶
吾
伊
云
々
、
萬
葉

十
二
に
、
家
有
妹
伊
云
々
、
續
紀
ノ
詔
に
、
藤
原
ノ
朝
臣
麻
呂
等
伊
云
々
、
又
百
濟
王
敬
福
伊
云
々
、
又
國
王
伊
云
々
、
な
ほ
多
き
辭
な
り
、

さ
て
岐
伊
は
、
岐
に
伊
の
韻
あ
る
故
に
、
岐
と
の
み
云
ヒ
、
汝
妹
伊
は
、
爾
を
省
き
、
毛
伊
を
切
む
れ
ば
美
な
り
（『
本
居
宣
長
全
集
』

第
九
巻
、
一
五
一
頁
十
五
行
目
～
一
五
二
頁
五
行
目
）
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宣
長
は
、
周
知
の
よ
う
に
高
皇
産
霊
、
神
皇
産
霊
神
の
二
柱
の
働
き
を
重
視
し
て
お
り
、
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
に
つ
い
て
は
字
義
的

な
解
釈
を
し
た
後
、
神
か
ら
命
へ
の
変
名
に
着
目
し
御
言
持
ち
と
し
て
の
性
格
に
注
目
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
原
典
に
忠
実
な
古
典
解

釈
以
上
の
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、『
直
毘
霊
』
に
お
い
て
も
、
産
霊
の
二
柱
の
神
が
始
め
た
神
業
を
伊
邪
那
岐
神
、
伊
邪
那
美
神

の
二
柱
が
受
け
継
ぎ
天
照
大
神
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
よ
う
に
中
継
ぎ
的
な
役
割
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
以
上
の
注
目
す
べ
き

言
及
は
特
に
見
ら
れ
ず
、
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
に
限
っ
て
言
え
ば
高
世
独
自
な
神
観
に
宣
長
の
影
響
が
強
い
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
言

え
よ
う
。

　

次
に
高
世
の
師
で
あ
り
、
そ
の
神
観
に
最
も
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
篤
胤
に
つ
い
て
み
る
。
前
提
と
し
て
、
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉

冉
尊
観
の
前
に
天
之
御
中
主
神
観
を
見
よ
う
。
前
掲
「
明
治
五
年
、
物
集
高
世
『
妖
教
六
日
間
考
』
の
キ
リ
ス
ト
教
認
識
と
引
用
文
献
」

に
お
い
て
、
秋
元
が
「
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
平
田
篤
胤
は
『
古
事
記
』
を
基
軸
に
し
て
、
天
之
御
中
主
神
が
男
で
も
な
く
女
で
も
な
く
、

香
も
な
く
音
も
な
く
始
ま
り
も
終
わ
り
も
な
く
、
北
極
星
に
い
る
偉
大
な
神
で
あ
り
、
産
霊
二
神
と
一
体
に
「
造
化
三
神
」
と
な
り
、
天

地
を
区
別
し
た
神
徳
を
発
揮
し
た
と
解
釈
し
た
。
平
行
し
て
高
天
原
と
虚
空
の
関
係
が
考
察
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
観
念
は
一
挙
に
確
立
し

た
の
で
は
な
く
、『
霊
能
真
柱
』―『
古
史
成
文
』―『
古
史
徴
』―『
古
史
伝
』
の
順
を
た
ど
り
発
達
し
た
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、

説
の
変
遷
は
見
ら
れ
る
も
の
の
篤
胤
は
天
之
御
中
主
神
を
特
に
重
視
し
、
造
物
主
と
認
定
し
た
と
一
応
は
捉
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
成
り
ま

し
た
所
に
関
し
て
は
変
遷
が
あ
る
。『
古
史
傳（

（1
（

』
の
「
神
代
上
一
之
巻
」
の
冒
頭
に
「
古
天
地
未
生
之
時
。
於
二
高
天
原
一
有
レ
神
焉
。
御

名
天
之
御
中
主
神
」（『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
第
一
巻
、
九
十
一
頁
）
と
あ
る
。
こ
れ
を
『
古
史
成
文（

（1
（

』
の
「
神
代
上
」
の
冒
頭
の
「
古

天
地
未
生
之
時
。
於
二
天
御
虚
空
一
成
坐
神
之
御
名
。
天
之
御
中
主
神
」（
同　

第
一
巻
、
十
九
頁
）
と
比
べ
る
と
、「
天
御
虚
空
」
が
「
高

天
原
」
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、『
古
史
傳
』
で
は
「
元
來
高
天
ノ
原
あ
り
て
、
其
処
に
成
坐
す
と
云
ふ
に
は
非
ず
」（
同

第
一
巻
、
九
十
三
頁
）
と
し
て
お
り
、
造
化
三
神
が
成
り
ま
し
た
「
天
御
虚
空
」
が
後
に
高
天
原
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
天
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御
虚
空
」
か
ら
「
高
天
原
」
に
書
き
改
め
は
し
た
が
、
造
化
三
神
が
最
初
「
天
御
虚
空
」
に
出
現
し
た
と
い
う
説
は
変
化
し
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
篤
胤
は
「
天
御
虚
空
」
に
出
現
し
た
天
之
御
中
主
神
が
そ
の
ま
ま
ず
っ
と
其
の
場
所
に
居
て
そ
こ
が
後
に
高
天
原
に
な
っ
た
と

す
る
説
に
行
き
つ
い
た
が
、
こ
れ
だ
け
悩
ん
で
出
現
し
た
場
所
や
そ
の
後
の
経
緯
に
つ
い
て
解
釈
を
何
度
も
変
え
る
の
も
天
之
御
中
主
神

を
特
に
重
視
し
て
い
る
証
拠
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
高
世
は
『
神
道
本
論
注
解
』
巻
三
の
後
段
は
造
化
三
神
を
論
じ
「
永
世
に
其
の
虚
空
に
大
坐
ま
し
ゝ
な
り
」（『
國
學

院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
九
十
二
輯
、
四
四
五
頁
）
と
し
て
、
巻
四
で
は
、
大
空
の
天
之
御
中
主
神
な
ど
の
造
化
三
神
は
三
界

つ
ま
り
「
天
夜
地
を
も
む
す
び
出
た
ま
え
」
た
偉
大
な
神
々
で
あ
り
、
つ
い
で
高
天
原
に
移
動
し
て
「
事
議
さ
れ
、
顕
世
幽
世
の
差
別
を

な
さ
れ
て
」「
本
の
虚
空
に
還
り
の
ぼ
」
ら
れ
た
と
言
う
（
同
上
『
紀
要
』、
第
九
十
三
輯
、
二
四
二
頁
）。
そ
れ
故
に
「
天
之
御
中
主
ノ

尊
と
申
す
御
名
つ
き
た
ま
へ
る
ハ
、
右
の
如
く
天
の
真
中
に
大
坐
ま
し
て
、
万
の
事
を
議
こ
ち
た
ま
へ
り
け
る
間
の
事
に
て
」
と
断
定
し

て
い
る
（
同
上
、
二
五
四
頁
）。
つ
ま
り
、
高
世
は
「
虚
空
」
に
出
現
し
た
天
之
御
中
主
神
が
三
国
を
「
む
す
び
出
た
ま
え
」
た
後
に
そ

の
高
天
原
に
移
動
し
「
顕
世
幽
世
の
差
別
」
な
ど
の
役
割
を
終
え
て
、
ま
た
「
虚
空
」
に
「
還
の
ぼ
」
ら
れ
て
そ
こ
に
永
遠
に
存
在
す
る

と
し
て
い
る
。
天
之
御
中
主
神
に
つ
い
て
、
高
世
は
出
現
し
た
場
所
と
高
天
原
が
同
じ
場
所
か
否
か
、
出
現
し
た
後
の
移
動
の
経
緯
に
つ

い
て
篤
胤
の
解
釈
と
は
細
か
い
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
最
初
に
出
現
し
「
天
夜
地
を
も
む
す
び
出
た
ま
え
」
た
偉
大
な
神
と
い
う
認
識
は

受
け
継
い
で
い
る
。

　

篤
胤
は
天
之
御
中
主
神
に
つ
い
て
の
解
釈
を
進
展
さ
せ
造
物
主
と
し
て
の
神
格
を
認
め
た
。
一
方
、
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
に
つ
い
て

は
『
古
事
記
』
の
序
文
の
部
分
に
つ
い
て
『
古
史
徴（

（1
（

』
の
「
一
之
巻
春　

開
題
記　

古
傳
説
の
本
論
一
」
に
お
い
て
、「
天
之
御
中
主
神
、

高
皇
産
靈
神
皇
産
靈
神
參
神
の
天
地
を
造
リ
坐
し
、
伊
邪
那
岐
伊
邪
那
美
二
柱
神
の
群
品
の
祖
と
し
て
、
國
を
生
み
島
を
生
み
、
神
を
生

み
人
草
を
も
生
立
た
ま
へ
る
古
事
を
、
産
靈
大
神
の
詔
敎
へ
傳
へ
た
ま
へ
る
に
賴
て
識
ら
る
ゝ
と
云
へ
る
に
て
」（『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
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第
五
巻
、
三
十
頁
）
と
述
べ
、「
人
草
を
も
生
立
た
ま
へ
る
」
と
し
て
い
る
点
で
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
の
役
割
を
古
典
の
記
載
よ
り
拡

大
し
て
い
る
が
、
他
の
神
々
に
比
較
し
特
別
に
重
要
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
高
世
は
天
之
御
中
主
神
が
ど
こ
に
成
り
ま
し
て
、
ど
こ
に
遷
ら
れ
る
か
、「
虚
空
」
と
「
高
天
原
」
の
場
所
的
関
係
に

つ
い
て
の
解
釈
で
篤
胤
説
を
受
け
継
い
で
整
序
し
、
天
之
御
中
主
神
を
最
初
に
出
現
し
た
偉
大
な
神
と
認
定
は
し
て
い
る
が
、
葦
原
中
国

の
み
な
ら
ず
「
天
」「
夜
見
」「
地
」
の
三
国
に
つ
い
て
の
修
理
固
成
や
「
幽
顕
の
差
別
」
の
制
定
な
ど
具
体
的
な
働
き
に
つ
い
て
は
伊
弉

諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
の
二
柱
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
つ
ま
り
、
篤
胤
は
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
の
二
神
に
つ
い
て
は
人
類
を
生

み
だ
し
た
と
い
う
こ
と
以
外
は
古
典
の
記
述
に
ほ
ぼ
忠
実
な
解
釈
に
終
始
し
独
自
説
は
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
に
対
し
髙
世
は
諾
・
冉
の

二
神
に
関
し
て
は
自
ら
の
学
問
と
神
観
念
に
従
っ
て
独
自
の
解
釈
を
加
え
て
お
り
、
彼
な
り
に
自
信
を
持
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
結
び

　

以
上
、
高
世
の
神
道
論
を
『
神
道
本
論
注
解
』
を
中
心
と
し
て
見
て
き
た
。
日
本
の
古
典
や
漢
籍
な
ど
を
広
く
引
用
し
な
が
ら
議
論
を

す
す
め
て
い
る
が
、
高
世
が
考
察
の
結
果
た
ど
り
着
い
た
神
観
を
補
強
す
る
形
で
引
用
さ
れ
て
お
り
、『
宣
教
講
本
』、『
祅
教
六
日
間
考
』

を
含
め
て
学
問
的
な
著
作
と
い
う
よ
り
教
化
に
用
い
る
書
と
い
う
色
合
い
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
特
に
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
に
つ
い
て
の
高
世
の
神
観
念
を
中
心
に
考
察
を
進
め
た
が
、
大
筋
で
は
二
神
に
つ
い
て
は
本

居
宣
長
の
直
接
的
な
影
響
は
あ
ま
り
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
高
世
は
平
田
篤
胤
の
説
を
受
け
継
ぎ
、
天
神
造
化
説
の
も
と
に
造
化

三
神
を
こ
の
世
の
始
ま
る
前
か
ら
永
遠
に
虚
空
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
重
視
は
す
る
が
、
そ
の
果
た
し
た
具
体
的
な
役
割
は
比
較
的
少

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
の
二
神
に
つ
い
て
は
す
で
に
『
神
道
本
論
注
解
』
の
段
階
で
様
々
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な
役
割
が
賦
与
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
神
々
の
階
層
的
な
委
任
の
論
理
が
み
ら
れ
る
。
高
世
と
し
て
は
こ
こ
で
篤
胤
の
神
観
を
前
進
さ

せ
た
と
い
う
感
触
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
独
自
の
見
解
も
多
々
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
天
照
大
神
に
つ
い
て
は
、「
天
」
の
「
顕
世
」
を
治

め
る
神
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
の
展
開
を
記
し
た
叙
述
は
少
な
い
。
一
方
、
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
の
役
割
は
三
つ
の

世
界
を
修
理
固
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幽
界
と
顕
界
と
そ
の
掟
を
定
め
、
三
界
と
神
・
人
・
万
物
に
通
じ
る
本
源
の
道
を
定
め
た
と
さ
れ
役

割
が
広
く
か
つ
極
め
て
重
く
な
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
位
置
づ
け
に
関
し
て
も
他
国
の
中
心
的
な
神
を
実
は
諾
・
冉
二
神
の
こ
と
で
あ
る

と
捉
え
る
よ
う
に
国
生
み
・
神
生
み
と
い
う
役
割
以
上
の
造
物
主
が
果
た
す
役
割
を
持
つ
神
と
さ
れ
て
い
る
。
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
を

他
の
神
々
と
比
べ
そ
の
神
格
的
な
上
位
を
強
調
す
る
と
い
う
こ
と
は
し
な
い
が
、
実
際
の
役
割
や
神
徳
を
述
べ
る
段
で
は
こ
の
二
神
を
強

調
す
る
。『
祅
教
六
日
間
考
』
を
一
瞥
す
る
と
、
高
世
は
キ
リ
ス
ト
教
成
立
以
前
の
時
代
に
他
国
に
存
在
し
た
衆
神
教
的
宗
教
に
つ
い
て

好
意
的
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
々
が
各
々
の
立
場
で
果
た
す
べ
き
役
割
を
す
る
形
を
肯
定
し
、
特
定
の
一
神
に
造
物
主
と
し
て
の
役
割

を
集
中
さ
せ
る
宗
教
に
つ
い
て
懐
疑
的
で
あ
る
。
高
世
は
、
結
果
的
に
造
物
主
と
い
う
存
在
を
措
定
し
な
い
。

　

後
の
著
作
『
宣
教
講
本
』
に
お
い
て
は
、
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
二
神
に
つ
い
て
叙
述
は
少
な
く
役
割
も
あ
ま
り
記
さ
れ
ず
に
曖
昧
に

な
っ
て
お
り
、
二
神
の
事
跡
と
さ
れ
た
人
に
魂
を
与
え
る
重
大
な
役
割
も
天
照
大
神
が
さ
れ
た
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
説
が
変
化
し
て
し

ま
っ
た
と
の
印
象
を
与
え
る
。
宣
教
使
の
官
員
と
し
て
「
大
教
」
を
宣
布
す
る
立
場
の
高
世
は
自
ら
の
学
説
だ
け
を
全
面
に
押
し
出
し
て

教
化
活
動
を
行
う
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
は
っ
き
り
と
説
が
変
化
し
た
と
は
確
定
で
き
な
い
。

　

し
か
し
、
さ
ら
に
後
の
著
作
『
祅
教
六
日
間
考
』
に
お
い
て
は
、『
神
道
本
論
注
解
』
を
引
き
継
い
で
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
二
神
の
役

割
を
強
調
す
る
叙
述
が
見
ら
れ
、
そ
こ
で
は
彼
の
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
二
神
の
神
観
に
は
基
本
的
な
点
に
つ
い
て
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。

付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
点
は
、
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
二
神
が
定
め
た
掟
と
役
割
り
を
そ
の
ま
ま
天
照
大
神
が
引
き
継
い
で
い
る
と
し
て

い
る
点
で
あ
る
が
、『
神
道
本
論
注
解
』
の
記
述
を
論
理
的
に
進
め
れ
ば
出
て
く
る
論
で
あ
り
、変
化
と
ま
で
は
言
え
な
い
。
結
論
と
し
て
、
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幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
時
代
が
下
っ
て
も
そ
の
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
二
柱
の
神
に
つ
い
て
の
独
自
説
は
継
続
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
。
言
語
学
者
と
し
て
は
学
問
的
実
証
性
に
忠
実
な
高
世
だ
が
、
そ
の
神
道
論
に
つ
い
て
は
演
繹
的
で
あ
り
必
ず
し
も
古
典
に
忠
実
で
は

な
い
平
田
国
学
か
ら
の
一
帰
結
に
過
ぎ
な
い
と
の
批
判
も
あ
る
。
し
か
し
、
激
動
の
時
代
に
宣
教
使
の
官
員
と
い
う
重
責
を
担
い
、
平
田

国
学
に
基
づ
く
神
学
を
前
進
さ
せ
た
わ
か
り
や
す
い
教
義
を
布
教
す
る
こ
と
に
努
力
し
た
生
き
方
と
連
関
し
て
紡
ぎ
だ
さ
れ
た
神
道
論
と

し
て
尊
重
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
物
集
高
世
の
神
道
論
は
平
田
篤
胤
の
神
観
を
基
本
的
に
引
き
継
ぎ
な
が
ら
も
、
特
に
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉

尊
に
多
く
の
役
割
を
与
え
た
こ
と
で
神
道
思
想
史
上
で
も
非
常
に
独
特
で
あ
り
、
神
々
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

措
定
し
た
上
で
の
多
神
教
を
基
本
と
し
た
独
自
説
の
一
つ
の
形
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
　
註
　
　

　
（
１
）�　

以
下
、
主
に
『
国
学
者
伝
記
集
成
』（「
日
本
教
育
史
資
料
五
」
を
基
に
し
て
い
る
）、
奥
田
恵
端
・
秀
『
物
集
高
世
評
伝
』、
物
集
高
世
著
『
神
道

本
論
註
解
』（
奥
田
恵
瑞
・
秀
編
集
・
発
行
）
に
よ
り
物
集
高
世
の
履
歴
を
た
ど
る
。
高
世
は
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
二
月
一
日
、
豊
後
国
速
見

郡
杵
築
に
商
人
物
集
善
右
衛
門
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
通
称
丈
右
衛
門
、
正
策
、
正
孝
、
真
風
と
も
称
す
。
号
は
葎
屋
（
む
ぐ
ら
の
や
）。
商
家

の
次
男
と
し
て
杵
築
藩
に
生
ま
れ
る
。
漢
学
を
藩
校
学
習
館
教
授
で
も
あ
っ
た
儒
臣
元
田
百
平
（
竹
渓
）
に
、
神
典
・
歌
道
を
豊
前
国
企
救
郡
の
兄

嫁
の
叔
父
定
村
直
孝
と
定
村
直
好
に
学
ん
だ
。

　
　
　

�　

定
村
直
孝
の
勧
め
に
よ
り
、
同
門
の
京
都
向
日
神
社
神
官
で
平
田
門
下
の
筆
頭
の
一
人
で
も
あ
り
大
阪
に
お
け
る
平
田
派
の
中
心
人
物
で
も
あ
っ

た
神
習
舎
塾
主
催
者
六
人
部
是
香
の
門
を
た
た
き
、
六
人
部
塾
の
四
天
王
の
一
人
と
云
わ
れ
る
ま
で
に
な
る
。
後
に
大
阪
に
出
て
塾
を
開
き
国
学
の

啓
蒙
育
成
に
尽
力
す
る
も
、
経
済
的
逼
迫
な
ど
を
含
む
諸
々
の
事
情
に
よ
り
、
大
阪
を
後
に
し
て
杵
築
の
地
に
帰
る
。
帰
省
後
は
高
世
を
慕
っ
て
藩

の
み
な
ら
ず
、
地
方
か
ら
も
門
人
が
集
っ
た
。
同
時
に
こ
の
時
期
に
は
恩
師
元
田
竹
渓
の
推
薦
な
ど
も
あ
っ
て
慶
應
四
年
（
一
八
六
八
）
に
は
宇
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佐
の
皇
學
館
に
於
い
て
神
典
や
国
学
を
教
授
す
る
。
同
年
五
月
に
は
杵
築
藩
の
命
に
よ
り
杵
築
藩
の
藩
校
学
習
館
の
国
学
教
授
と
な
る
。
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）、
朝
廷
よ
り
神
祇
官
宣
教
使
を
拝
命
す
る
。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
一
月
二
十
七
日
付
で
、
中
央
政
府
の
神
祇
官
の
宣
教
使
権
少
博

士
の
官
途
に
つ
き
、
十
人
の
宣
教
博
士
の
一
人
と
な
っ
た
。
そ
の
前
に
、
杵
築
藩
は
急
遽
高
世
を
士
族
の
列
に
連
ね
た
。
ま
た
、
子
の
物
集
高
見
と

と
も
に
明
治
三
年
六
月
十
一
日
付
で
平
田
銕
胤
に
入
門
し
て
い
る
の
で
、
国
学
者
と
し
て
は
平
田
派
に
分
類
さ
れ
う
る
が
、
平
田
鐵
胤
・
延
胤
と
の

直
接
の
交
流
を
し
め
す
資
料
は
み
つ
か
っ
て
い
な
い
。
こ
の
時
期
に
大
教
に
関
す
る
講
話
会
の
講
師
を
つ
と
め
、
そ
れ
を
次
男
高
材
が
筆
記
し
た
の

が
『
宣
教
講
本
』
で
あ
る
。
宮
仕
え
に
な
じ
め
ず
、
一
日
も
早
い
帰
郷
を
の
ぞ
む
よ
う
に
な
り
、
元
来
が
世
襲
神
官
で
は
な
い
が
明
治
五
年
に
帰
郷

し
大
分
県
の
西
寒
多
神
社
の
宮
司
な
ど
を
務
め
る
。
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
は
権
少
教
正
に
任
命
さ
れ
て
、
こ
の
年
の
五
月
、
地
元
の
若
宮

八
幡
宮
宮
司
と
な
り
、神
官
と
教
導
職
を
兼
務
す
る
。
未
発
見
の
書
も
含
む
が
、著
書
に
『
葎
屋
文
集
』『
支
言
考
』『
辞
格
考
』『
神
道
本
論
注
解
』『
神

使
論
』『
妖
魅
論
』『
宣
教
講
本
』『
大
祓
詞
新
釈
』『
歌
学
新
論
』『
神
学
百
歌
』『
豊
国
三
十
六
歌
撰
』『
祅
教
六
日
間
考
』『
邪
教
論
』『
外
教
秘
書
』『
奈

多
八
幡
宮
詳
細
記
』『
岩
崎
八
幡
宮
由
来
記
』
な
ど
が
あ
る
。
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
二
月
二
日
に
逝
去
す
る
。
享
年
六
十
七
。
長
男
の
物
集
高

見
も
国
学
者
、
国
語
学
者
と
し
て
著
名
。

　
（
２
）�　

従
来
に
お
い
て
は
、
彼
の
人
物
と
業
績
は
安
政
五
年
の
著
作
『
辞
格
考
』
の
研
究
書
『
辞
格
考
と
そ
の
研
究
』（
物
集
高
世
研
究
会
編
・
青
史
出
版
、

平
成
十
三
年
）
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
国
語
学
者
・
歌
人
と
し
て
の
面
で
研
究
さ
れ
て
き
た
。
一
方
で
、
近
年
奥
田
恵
瑞
・
奥
田
秀
『
物
集
高
世

評
伝
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、平
成
十
二
年
）
が
刊
行
さ
れ
、彼
の
神
道
論
に
関
わ
る
著
作
が
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
幕

末
の
国
学
者
物
集
高
世
の
研
究
」
な
ど
で
主
に
奥
田
恵
瑞
・
奥
田
秀
両
氏
に
よ
り
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、『
神
道
本
論
注
解
』（『
國
學
院
大
學
日
本
文
化

研
究
所
紀
要
』
第
九
十
二
輯
―
第
九
十
三
輯
、
平
成
十
五
年
―
十
六
年
）、『
宣
教
講
本
』（
同
紀
要
第
九
十
五
輯
、
平
成
十
七
年
三
月
）、『
妖
魅
論
』（
同

紀
要
第
九
十
六
輯
―
第
九
十
八
輯
、
平
成
十
七
年
―
十
八
年
）、『
神
使
論
』（
同
紀
要
第
九
十
九
輯
、
平
成
十
九
年
三
月
）
な
ど
が
精
力
的
に
翻
刻
さ

れ
、
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
で
「
明
治
七
年
、
物
集
高
見
「
道
の
莠
」
の
書
誌
と
キ
リ
ス
ト
教
認
識
（
秋
元
信
英
）」（
同
紀
要
第
九
十
一
輯
、
平

成
十
五
年
三
月
）、「
明
治
五
年
、
物
集
高
世
『
妖
教
六
日
間
考
』
の
キ
リ
ス
ト
教
認
識
と
引
用
文
献
（
秋
元
信
英
）」（
同
紀
要
第
九
十
八
輯
、
平
成

十
八
年
九
月
）、「
物
集
高
世
著
『
神
道
本
論
注
解
』
に
つ
い
て 

（
奥
田
恵
瑞
、
奥
田
秀
）」（
同
紀
要
第
九
十
一
輯
、
平
成
十
五
年
三
月
）、「
物
集
高
世

関
係
資
料
拾
遺
―
主
に
幻
の
歌
集
「
帝
廼
露
」
を
中
心
に
し
て
―（
後
藤
重
巳
）」（
同
紀
要
第
九
十
四
輯
、
平
成
十
六
年
九
月
）
な
ど
の
論
文
も
執
筆

さ
れ
た
。

　
（
３
）�　

奥
田
恵
瑞
・
奥
田
秀
「
神
道
本
論
註
解
に
つ
い
て
」（『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
九
十
一
輯
、
平
成
十
五
年
三
月
）
に
は
、「『
注
解
』 
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の
第
五
巻
の
末
文
に
、
著
述
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
） 

か
ら
二
年
に
掛
け
て 

『
神
道
本
論
』
を
ま
ず
書
き
終
え
、

旧
知
の
讃
岐
国
丸
亀
藩
士
小
野
重
英
と
菅
神
社
祠
官
菅
恕
乎
の
二
人
に
送
っ
た
。
間
も
無
く
、『
注
解
』 

の
冒
頭
に
あ
る
よ
う
な
序
文
が
届
け
ら
れ
た
。

又
、
此
の 

『
神
道
本
論
』
を
読
ん
だ
人
か
ら
、
も
っ
と
詳
し
い
注
釈
を
付
け
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
そ
れ
に
応
え
て
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
） 

の
冬
か
ら
手
を
染
め
た
が
、
妻
の
急
逝
等
、
家
庭
の
事
情
が
あ
っ
て
延
引
し
、
同
六
年
（
一
八
五
三
） 

の
春
ま
で
に
、
四
巻
を
書
い
た
。
五
巻
目
は
同

七
年
（
一
八
五
四
）
三
月
に
書
き
終
え
た
と
あ
っ
た
」
と
本
論
文
成
立
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』

第
九
十
二
輯
と
第
九
十
三
輯
に
掲
載
さ
れ
た
翻
刻
の
「
神
道
本
論
注
解
」
が
若
干
手
直
し
さ
れ
て
、
奥
田
恵
瑞
・
奥
田
秀
編
集
・
発
行
に
よ
り
『
神

道
本
論
注
解
』（
非
売
品
）
と
し
て
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　
（
４
）�　

大
和
博
幸
・
秋
元
信
英
・
奥
田
恵
瑞
・
奥
田　

秀
〈
資
料
翻
刻
〉
物
集
高
世
著
『
神
道
本
論
注
解
』
巻
一
～
三
（『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』

第
九
十
二
輯
、
平
成
十
五
年
九
月
）
に
、「
こ
の 

『
神
道
本
論
注
解
』 

が
図
ら
ず
も
岩
倉
具
視
公
の
幕
賓
国
学
者
の
玉
松
操
の
目
に
と
ま
り
、
一
介
の

杵
築
藩
校
教
授
に
過
ぎ
な
か
っ
た
高
世
が
、
推
新
政
府
の
目
玉
と
も
言
う
べ
き
神
祇
官
の
十
博
士
の
一
人
と
し
て
選
ば
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
明
治
四

年
六
月
、
高
世
が
命
を
受
け
て
書
い
た
講
案
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
書
の
様
に
、
海
外
諸
国
の
人
々
が
読
む
に
耐
え
る
神
道
聖
典
を
作
る
必
要
性
を

述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
の
『
神
道
本
論
注
解
』
を
踏
ま
え
て
の
意
見
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
読
ん
で
い
な
い
上
司
に
は
、
高
世
の
意
図
す
る
所

が
う
ま
く
通
ぜ
ず
、
一
体
誰
が
そ
れ
を
書
く
の
か
と
、
取
り
上
げ
ら
れ
ず
に
終
わ
っ
て
い
る
」
と
あ
る
。

　
（
５
）�　
『
宣
教
講
本
』
に
つ
い
て
、前
掲
『
物
集
高
世
評
伝
』
に
は
「
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
か
ら
五
年
迄
の
、高
世
の
説
教
記
録
。
二
冊
、上
五
十
七
丁
、

下
六
十
六
丁
、
追
加
十
丁
。
高
材
筆
記
。
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
。
高
世
は
上
京
中
、
二
月
二
日
か
ら
四
月
七
日
ま
で
に
八
回
、
翌
四
年
も
四
月

か
ら
十
一
月
ま
で
と
、
五
年
の
正
月
十
七
日
ま
で
の
、
都
合
二
十
回
分
を
載
せ
て
い
る
。
こ
の
中
に
、
諸
博
士
と
共
に
書
か
さ
れ
た
高
世
の
建
言
書

も
載
っ
て
い
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
（
６
）�　
『
祅
教
六
日
間
考
』に
つ
い
て
、前
掲『
物
集
高
世
評
伝
』に
は「
明
治
四
年（
一
八
七
一
）、高
世
五
十
四
歳
の
書
。
三
冊
、上
七
十
一
丁
・
中
七
十
八
丁
・

下
八
十
三
丁
。
自
筆
。
自
序
あ
り
。
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
。
高
世
は
、
同
僚
の
宣
教
権
少
博
士
潮
見
清
鞆
に
勧
め
ら
れ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
批
判

書
を
誰
に
で
も
理
解
出
来
る
よ
う
に
、
平
易
な
文
で
纏
め
た
。
し
か
し
原
稿
の
出
来
ぬ
う
ち
に
潮
見
博
士
は
長
崎
勤
務
と
な
り
、
こ
の
原
稿
は
宙
に

浮
い
て
し
ま
っ
た
。
本
書
は
エ
ホ
バ
の
神
が
天
地
を
造
ら
れ
た
と
同
じ
六
日
間
で
書
き
上
げ
た
の
で
、
六
日
間
考
と
し
た
。
故
郷
に
帰
っ
た
高
世
は
、

こ
れ
を
補
足
し
て
三
巻
の
書
と
し
た
。
し
か
し
、
此
の
書
は
未
定
稿
に
終
わ
っ
て
い
る
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　
（
７
）�　

明
治
三
年
二
月
の
「
職
員
録
」
に
よ
れ
ば
、
権
少
宣
教
使
の
六
人
目
に
「
物
集
高
世
」
と
記
載
が
あ
る
。
朝
倉
治
彦
編
『
明
治
初
期
官
員
録
・
職
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員
録
集
成
』
第
三
巻
（
柏
書
房
、
昭
和
五
十
七
年
）、
参
照
。

　
（
８
）�　

本
論
文
に
お
け
る
引
用
は
『
神
道
本
論
注
解
』（『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
九
十
二
輯
―
第
九
十
三
輯
、
平
成
十
五
年
―
十
六
年
）

に
よ
る
。

　
（
９
）�　

秋
元
は
同
論
文
で
、「
彼
（
髙
世
・
筆
者
註
）
の
手
法
は
各
種
文
献
が
平
準
的
に
操
作
し
て
あ
る
。
彼
に
お
い
て
は
史
料
の
信
頼
性
を
め
ぐ
り
等
級

を
与
え
る
基
礎
的
作
業
が
不
在
で
あ
っ
た
。
彼
は
別
著
『
神
道
本
論
注
解
』
四
に
お
い
て
、
状
況
に
よ
っ
て
は
『
神
典
』
に
「
証
文
」
が
検
出
で
き

な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
想
定
が
成
立
す
る
と
言
っ
た
（『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
九
十
三
輯
、
二
八
一
頁
）。
そ
れ
は
、
記
紀
以
前

の
正
史
『
神
字
天
皇
紀
』
を
想
定
す
る
学
風
と
連
関
し
て
い
る
。」（『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
九
十
八
輯
、
九
十
頁
、
九
行
目
～

十
二
行
目
）
と
述
べ
て
い
る
。

　
（
10
）�　

本
論
文
に
お
け
る
「
古
事
記
伝
」
の
引
用
は
、
大
野
晋
編
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
（
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
十
三
年
）
に
よ
る
。

　
（
11
）�　
『
古
史
傳
』
の
引
用
は
い
ず
れ
も
、『
新
修
平
田
篤
胤
全
集　

第
一
巻
』（
名
著
出
版
、
昭
和
五
二
年
）
に
よ
る
。

　
（
12
）�　
『
古
史
成
文
』
の
引
用
は
い
ず
れ
も
、『
新
修
平
田
篤
胤
全
集　

第
一
巻
』（
名
著
出
版
、
昭
和
五
二
年
）
に
よ
る
。

　
（
13
）�　
『
古
史
徴
』
の
引
用
は
『
新
修
平
田
篤
胤
全
集　

第
五
巻
』（
名
著
出
版
、
昭
和
五
二
年
）
に
よ
る
。

　
（
14
）�　

ち
な
み
に
大
国
隆
正
は
、
伊
邪
那
岐
伊
邪
耶
美
に
つ
い
て
、（
大
国
隆
正
述
・
福
羽
美
静
記
）『
古
事
記
聞
書
』（
上
・
下
）
の
中
で
、「
日
輪
か
ら

傳
る
稜
威
と
地
球
か
な
昇
る
稜
威
と
組
合
ま
し
て
初
て
此
伊
邪
那
岐
神
伊
邪
那
美
命
か
ら
お
形
が
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
こ
と
て
ご
ざ
る
此
伊
邪
那
岐
伊

邪
耶
美
と
称
す
お
名
の
こ
ゝ
ろ
ハ
此
間
の
雛
形
の
出
來
始
じ
や
と
心
得
て
宜
し
う
ご
ざ
り
升
扨
此
二
桂
の
神
か
ら
於
こ
り
ま
し
て
男
女
交
接
し
て

追
々
人
ふ
え
る
こ
と
で
ご
ざ
る
が
こ
の
伊
邪
那
岐
神
伊
邪
那
美
は
人
間
を
お
生
な
さ
れ
す
國
を
お
う
み
な
さ
れ
萬
物
を
お
う
み
な
さ
れ
た
事
で
ご
ざ

る
」（
下
巻
・
六
・
六
丁
ウ
～
七
丁
ウ
）、「
世
中
に
あ
り
と
あ
る
も
の
ミ
な
此
神
の
神
業
に
漏
る
る
こ
と
ハ
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
」（
下
巻
・
六
・
二
十
一
丁
オ
）、

「
伊
邪
那
岐
神
伊
邪
那
美
神
ハ
即
こ
れ
天
地
の
御
霊
で
ご
ざ
り
ま
し
て
日
輪
の
御
霊
が
伊
邪
那
岐
命
、
地
球
の
ミ
た
ま
が
伊
邪
那
美
命
、
そ
の
日
輪
の

ミ
た
ま
と
地
球
の
ミ
た
ま
と
が
豊
雲
野
神
の
御
出
世
の
時
に
は
じ
め
て
組
合
ま
し
て
、
問
に
人
間
世
界
が
立
と
申
す
順
立
て
こ
ざ
る
」（
下
巻
・
八
・

三
十
七
丁
オ
～
ウ
）
と
の
べ
て
お
り
、
二
神
に
つ
い
て
初
め
て
人
の
形
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
神
で
あ
る
と
し
て
そ
の
「
神
業
」
を
重
要
視
し
て
い
る
。
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